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「お茶の水橋都電レール保存会」2020年の事業計画（目標）（2020.1.9版） 

 

１ 神明都電車庫跡公園（文京区本駒込 4-35）での保存 

(1) 「乙 2号」を、お茶の水橋から発掘される都電レールに乗せたい。 

(2) 溝付きレールに車両を乗せることが可能か検証。 

(3) 公園改装工事の詳細（「乙 2号」を吊り下げ移動させるのか、必要なレールの長さ、工

事開始の時期等。すでに公園にあるレールが由緒あるものであれば、その保存も要検

討）について、文京区と打ち合わせ【清水、藤村】 

(4)  お茶の水橋から十分長いレールを掘り起こせないか、掘り起こす時期（3 期工事以

降？3月以降？）等について、千代田区と打ち合わせ【村上】 

(5) 東京電車道第 15回オフ会（2月 1日）【清水】 

 

２ お茶の水橋付近でのモニュメント化 

(1) 橋南西部の交番横の植え込みが候補か？ 

(2) 可能性について、千代田区と打ち合わせ【村上】 

 

３ 京都鉄道博物館への収蔵 

(1) 長さ約 15㎝のサンプルは、2019年 12月に島崇学芸員にお渡しし、収蔵済み【安井】 

(2) さらに、ホールマークがついた部分のレールも収蔵して欲しい→お茶の水橋から当該

部分を掘り起こしてもらえないか、千代田区と打ち合わせ【村上】 

 

４ 岡山シティミュージアムへの収蔵 

(1) 長さ約 15㎝のサンプルを、2020年 1月に小西伸彦教授（吉備国際大学）にお渡しした

【安井】 

(2) 小西教授は、同サンプルを岡山シティミュージアムに寄贈。夏に予定されている鉄道

展に展示予定。 

 

５ 江戸東京博物館への収蔵 

(1) 小西教授より示唆。接触予定【？？】 

 

６ 鉄道博物館（大宮）への収蔵 

(1) 接触予定【？？】 

 

７ その他の施設への収蔵 

 

８ レールの売却による資金捻出（とりあえず 2期工事で発掘されるもの） 
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(1) レール加工業者の捜索【村上？、藤村？】 

(2) クラウドファンディング？【山内】 

 

８ 専門家へのさらなる接触（レールの価値の理論的支柱の確立） 

(1) 恩田先生（明治大学）【山内】 

(2) 山田先生（八王子）【村上】 

(3) 三進堂書店店主（お茶の水）【村上】 

(4) ほか？ 

 

９ その他 

(1) 2期工事の見学について、千代田区と打ち合わせ 

(2) 産業考古学会への入会（2020 年春に総会（大阪府）、秋に全国大会（岡山県倉敷市）） 


